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１. はじめに 

     
 

家計の傷をふさぎましょう 

家族が病気で入院。 
在宅介護・・・費用がかさむ・・・どうしよう！？  
という方への贈り物です 

 
 

医療費・介護費を払うために生命保険を 
解約するなんて絶対にしてはなりません。 
 
生きていても死亡時と同じ満額の生命保険が 
もらえる場合があるのです。 

生活を立て直しましょう 

 
 

国民の医療費負担増となりました。平成１５年４月からの健康保険の改正により、加入してい

る本人・家族、また入院・外来を問わず３～６９歳の方々の自己負担割合は３割となりました（13

ページ参照）。健康なうちは気にならないかも知れませんが、病気やケガをしたならさあ大変！ 

そんな時のため、皆様こぞって就職・結婚を機に生命保険に加入されているはず。そこで大切

なのは、「生きていても満額の生命保険金をもらえる場合がある。」という事を知って欲しいので

す。みんなが知っているようで知らない、「生きるために生命保険はあるのだ」ということを、理

解しましょう。せっかく加入した生命保険をみすみすドブに捨てることのないよう切に願います。 

 

幸いにも長生きをし、長年保険料を払い続けたにもかかわらず、いざもらえる時になったら、

たったこれだけ？という話を良く耳にします。これは、生命保険加入の現状が、知り合いの○○

さんの紹介で・・・、付き合いがあって・・・、という理由が多いため、自分が加入している保

険の内容を良く理解していないからでしょう。 

このパンフレットに最後まで目を通して頂きまして、病気を抱えながら、また介護をしながら、

払い続けていた保険料が、今こそ「生きる生命保険」なのだということを分かって頂ければ幸い

です。
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   ２. 事例を見てみましょう 

 
 
 事例を見てみましょう。あなたも該当しませんか？ 

 

事例１ 【すごくくやしい例】 

 
 ５４歳の女性。主婦。筋肉の病気のために呼吸不全になり、気管切開されて夜間だけ人工呼吸

器①を使うようになりました。入院していて、身の回りのことはほとんど看護師さんにやってもら

わなければなりません。Ａ生命保険に長年加入していましたが、月々の入院費が高く②３割負担分

を支払えないために、生命保険を解約③して解約返戻金を入院費に充当しました。 
 もし高度障害で生命保険金が全額もらえること④を知っていれば、たしか１０００万円を

もらえたはずです。３割負担の入院費も充分余裕を持って支払えたはずなのに、残念です。 
 
[注釈] 
 
①： 人工呼吸器を使用して入院していると、一ヶ月の医療費は約７０万円ぐらいです。したが

って、３割負担なら２０万円以上を毎月支払わなければなりません。ただし、高額療養費

として一部負担を除いて戻ってくる場合があること(16 ページ)、身体障害者の１～３級で

あれば収入いかんによっては全額戻ってくる場合があること(16 ページ)、難病などの特定

疾患では医療費のほとんどが無料となる(16 ページ)、などの補助はあります。 
    
②： 患者さんが支払う医療費は年々増大しています。自己負担割合の増大、差額ベッド代、高

度先進医療費から、保険適応外医療、健康食品等など大変です。巻末参考資料１(13～15

ページ)をご参照下さい。 

 
③： 最悪の場合がこれです。生命保険を解約した場合の解約返戻金は、多くの場合が払込保険

料の合計額より少ない金額となっています。（解約返戻金の計算方法は保険会社によって

異なります。約款※に計算方法が載っていますので、ご自分の加入している保険をご覧にな

ってみてください。）極力解約するのはやめて他の手段を考えて下さい。他の手段は病院の

ケースワーカーさん、ソーシャルワーカーさんなどに聞いてみましょう(注釈①参照)。大変

忙しい方々ですが、充分に説明してくれますので良く相談してみてください。(数百床の病

院でもソーシャルワーカーさんがたったひとりというところが多いのです。) 
   ※「約款」とは契約から消滅までの契約内容が記載されているものです。 
 
④： 高度障害とはどんな場合？(6 ページ)。身体障害者の手帳は必要ありません(11 ページ)。

書類の内容が複雑(別紙２・３ 21～23 ページ)なので、いやがるお医者さんもいます。めげ

ずにアタックして下さい。なぜなら満期の問題があるからです(重要 10 ページ)。 

注：個人情報のため、年齢・病名・ 
状況等を少し変更しております。 
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事例２ 【間に合ったけど遅かった例】 

 
 ５７歳の男性。銀行マン。脳腫瘍のために一年半前から寝たきり①で入院でした。奥さんは常に

そばで介護をしなければならない②ために、音楽大学に行っていた娘さんが大学を中退して、アル

バイトで生活費を稼いでいました。ピアノ学科に所属していた頃のしなやかな指に赤色燈を握っ

て、工事現場でダンプの搬入移動をしていたのです。 
 奥さんの話：「３ヵ所の病院に入院していたけれど、高度障害で生命保険金が全額おりる

話は一度も聞いたことがありませんでした。今回在宅医療を始めて、本来なら一年半前から③

生命保険金を全額もらえるような状態であったことを、初めて知りました。」 
 この事を知って奥様は唖然としましたが、入院給付金④のことがあり幸い保険は解約していませ

んでした。生命保険会社から取り寄せた医師の診断書⑤をお医者さんに書いてもらい、３０００万

円がおりました。 
 さっそく娘さんの大学への復学を申請しようとしましたが時す

でに遅し、復学はできないことがわかったのです。１年半前に生命

保険がおりていれば大学を中退しなくてもよかったのに・・・。 
 
[注釈] 
 
①： 常時臥床状態のことです。文句なく高度障害(6 ページ)に該

当します。 
 
②： 家族が付き添わなければならないことが多々あります。世帯主が倒れてしまうと収入がな

くなってしまいますので、医療費と生活費の両方を貯金から
．．．．

支出しなければならなくなっ

てしまいます。ある月数までは一定割合の給料が支払われます(17 ページ)が、退職してし

まうと（退職金の額によっても違いますが）途端に路頭に迷います。 
 
③： この方は病気が進行性であり回復することはあり得ないため、この状態になったところで

診断書の作成ができる例です。 
 
④： 入院給付金については、どの生命保険のパンフレットを見ても必ず記載されています。し

かし「高度障害に該当すればただちに生命保険金の全額がおりる」ことについ

ては、ほとんどのパンフレットに記載がありません。（「約款」※にはかならず

記載されています。保険会社の人に聞いて必ず確かめ、念押ししましょう。）入

院給付金がもらえるので掛け続けている方が多いようですが、高度障害で全額もらう方が

良いのか、良く考えてみてください。(11 ページ) 
   ※「約款」とは契約から消滅までの契約内容が記載されているものです。 
 
⑤： 別紙２・３(21～23 ページ)を参照して下さい。満期に注意しましょう(10 ページ)。 
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事例３ 【危機一髪の例】 

 
 ６５歳の男性。住宅販売の会社の重役さん。３年前に脳出血のために半身麻痺となりました。

がんばりやさんで、病院を初めとして３ヶ所のリハビリ施設に入って機能訓練を受けましたが、

自力歩行はむずかしく①、食事も飲み込めないために胃瘻のチューブから栄養を注入②しています。 
 高度障害で生命保険金が全額おりる話は一度も聞いたことがありませんでした。在宅医療を受

けるようになって、お医者さんから「高度障害に該当しますよ。」と言われて、初めて生き

ているうち③に生命保険金が全額もらえることを知ったのです。 
 実はバブルがはじけて以来、住宅の販売は思わしくなく会社経営も行き詰まっていたところだ

ったのです。しかし入院やリハビリのためになんとか生命保険は掛け続けていました。保険会社

４社の総額はなんと２億円でした。お医者さんは「満期になってしまうと額は数分の一にな

ってしまいますよ。」（10 ページ）とアドバイスをしてくれました。奥さんがあわてて書類を見

てみると、なんと！そのうちの２社の満期が２週間後に迫っているではありませんか。すぐに医

師の診断書を請求④してお医者さんに記入してもらい、お金を受け取ることができました。 
 このお金で会社の経営を立て直すことができたのです。３年間もこのことを知らずに心の中が

不安でいっぱいだったのがうそのようです。 
 
[注釈] 
 
①＋②： 装具を付けたりして自力歩行できると高度障害には該当しないこともあります。 

その場合この方のように、口から食事ができずに管からの栄養補給が必要であったり

するような、ほかの障害を合わせ持っていることが大事です。 
 
③： 生命保険は「生きるために使われる」ものです。 
 
④： 「お医者さんが高度障害だ！と言っております。」と電話で請求して下さい。 
   (別紙２・３ 21～23 ページ) 
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３. すべての生命保険は生きるためにもらえる！ 

    
 
 
あなたの夫や妻が、あるいはお父さん、お母さんが、子供達が、病気や障害を持って介護を受

けている場合、 
もしその方が「高度障害に該当」するなら、生きていながら、その場で、生命保険の

全額がもらえるのです。 
 
 障害をおってしまった家族をかかえた場合、一家の経済が大きく圧迫されます。さて、どうし

ましょうか？定期預金を解約しますか？借金しますか？せっかく入った学校をやめますか？ 
いいえ、その必要はありません。 
ほとんどの人が加入している生命保険。死んだ時だけもらえるものではありません。生命保険

は、障害をおった本人もそして家族も、生きていくためにもらえるものなのです。  
 
 よくテレビの宣伝で「余命６カ月と診断されたら○○○万円！」と耳にするでしょう？その会

社の保険に入っていないから・・・、生命保険に入るときに「こんな保障も、あんな保障も付け

ませんか？」って言われたけど、保険料が高くなっちゃうから、なんにも付けなかったのよね・・・

とおっしゃる方も  大丈夫！もらえます！ 
 
 生命保険は、契約の基本となる『主契約』と主契約に付加できる『特約』とからなっています。

『主契約』のみでも加入できますが、『特約』単独では加入できません。 
 

 

 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 

主
契
約 

特約 

特約 

終身保険 
定期保険 
特定疾病保障保険 

リビングニーズ特約 

特定疾病保障特約 
長期入院特約 
女性医療特約  

 

 

主契約に上乗せして 
保障を厚くするタイプの特約です 

主契約の全部または一部を 
もらえるようにするタイプの特約です 
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 テレビの宣伝で言われている、「生きているうちにもらえます」というのは、『主契約』の「特

定疾病保障保険（三大疾病保障保険）」または『特約』の「特定疾病保障特約（三大疾病保障特約）」

のことです。ですからこの類の保険に入っていなければ、この類の特約を付けていなければ、ま

た特定の疾病でなければ生前には保険金はもらえないものだと錯覚してしまいがちです。しかし、

そんな特別のものに入っていなくても、生命保険の基本となる（生命保険に加入していれ

ば必ず入っている）『主契約』の部分だけで、死亡しなくても、死亡した時と同じ満

額の保険金がもらえる場合があります。 
  
あなたが加入している生命保険の証券を良く見てみてください。 
給付要件が『死亡または高度障害状態になった時』と書いてあるはずです。また、支払保険

金の名前が『死亡・高度障害保険金○○○万円』と書いてあるはずです。 
 
 
 

① 両目の視力を全く永久に失った状態 

② 言語またはそしゃくの機能を全く永久に失った状態 

③ 中枢神経系・精神・胸腹部臓器に著しい障害を残し、終身常に介護を要する状態 

④ 両手（手関節以上）とも失ったかまたは永久に使えない状態 

⑤ 両足（足関節以上）とも失ったかまたは永久に使えない状態 

⑥ 片手（手関節以上）を失い、かつ片足（足関節以上）を失ったかまたは永久に使

えない状態 

⑦ 片手を永久に使えない状態、かつ片足（足関節以上）を失った状態 

 

 
と、約款※で決まっております。 

大変不幸なことですが、このような状態になった時には、死亡保険金と同額の高度障害保

険金を生きていて受け取ることができるのです。 
目安は、身体障害者認定なら１・２級（場合によっては３級）程度、介護保険認定では介護度

５・４程度の方々が該当する範囲になります。 
 
※「約款」とは契約から消滅までの契約内容が記載されているものです。 

生命保険でいう高度障害状態とは、 
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４. 高度障害認定の順序 

 
もし、あなたが独断で「高度障害に該当しない」と思っても・・・ 
医者の判断は OK かもしれません。まず、かかりつけ医に話してみましょう 

高度障害に該当しそうにない 高度障害に十分該当する 

と思っても 

かかりつけ医に話してみましょう 

かかりつけ医が 
あなたの生活や経

済状態にあまり関

心がなくて、取り合

ってくれない 

別の医師にも相談してください 
セカンドオピニオンを行使しましょう 

良く理解してくれて、

親身に相談に乗ってく

れる医師に頼む 

期日がすごく大事！ 
満期になってはいけません 

保険会社に医師の診断書の送付を依頼 
（保険会社毎に所定の用紙があります） 

医師に診断書を書いてもらう 

保険会社に診断書を送付 

 

高度障害に該当しそう！

となれば 

審査で OK ならば 
生命保険が全額支払われます さあ 

これからの生活設計を 
立てましょう 

残念ながら 
審査でダメな場合も 
もちろんあります 



 
 
◎ご加入の保険会社によって文言等に差異がありますことをご了承下さい。 

8 

５. 注意点 

 
 
 
以上のように、高度障害状態になったら、誰でも死んだ時（死亡保険金）と同額の保険金（高

度障害保険金）をもらえると述べてきましたが、ここで注意点が５つ！  
 
 

 
まず、高度障害保険金を請求して受け取った場合は、保険金を受け取った時点で保険契約

は終了します。その後死亡したとしたからといって、死亡保険金ももらえるというわけではあり

ません。オプションとしてつけた特約も同時に終了します。 
死亡後にもやっぱり死亡保険金をもらいたい、せっかくいろんな特約をつけたのにもったいな

いと言う方は、特約部分のみを受け取り、主契約部分を残しておくという方法があります。但し

これは言うまでもなく、生前に受け取れるという特約を付けている場合に限ります。 
  
生前に保険金を受け取ることができる特約には次のようなものです。 
 
● リビングニーズ特約（主契約の全部または一部をもらえるようにするタイプ 5 ページ参照） 

原因にかかわらず余命６カ月以内と診断された時 
死亡保険金の全部または一部を受け取ることができます 
全部を受け取らなければ、保険契約（主契約）は継続します（この特約のみ消滅） 
この特約の保険料は不要です 

これは高度障害に当てはまらなくてももらえますが、余命６カ月と診断されなければも

らえません。（但し、すべての疾病に有効です。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

終了 

リビングニーズ特約部分 

継続 

継続 

他の特約（長期入院特約等） 

主契約 
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● 特定疾病保障特約（主契約に上乗せして保障を厚くするタイプ 5 ページ参照） 
特定の疾病により所定の状態※ 

 になった時と診断された時 
この特約部分の保険金を受け取ると、この特約のみ消滅します 

これも高度障害に当てはまらなくてももらえますが、特定の疾病により所定の状態にな

ったと診断されなければもらえません。所定の状態とは以下のとおりです。 
※  ① 癌になったと診断された時 

② 急性心筋梗塞を発病し、６０日以上労働の制限を必要とする状態が継続した

と診断された時 
③ 脳卒中を発病し、６０日以上、言語障害、運動失調、麻痺などの後遺症が継

続したと診断された時 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの特約で生前給付を受ければ、主契約も他に

．．
つけている特約も残りますので、死亡後に

も保険金を受け取ることが可能です。 
 

継続 

継続 

終了 

特定疾病保障特約 

他の特約（長期入院特約等） 

主契約 
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次に満期です。主契約の主なものに定期保険と終身保険があります。定期保険について

は一定期間内に
．．．．．．

（満期までに
．．．．．

）死亡または高度障害状態になった時にもらえるものですから、言

うまでもなく満期到来前であることが条件です。終身保険は一生涯保障が続くものですから、問

題はありません。一番注意しなければならないのは、「一生涯続く保険に更に厚い保障を」とうた

われている「定期付終身保険」です。せっかく高い保険料を上乗せして保障を厚くしたのだから、

と生前給付を受けるのをためらっていては、大変なことになります。それはこの保険の２段構え

のしくみにあります。 
 
 
例えば・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定期保険部分の満期が到来してしまったら、終身保険部分の保障しか受けられないことになり

ます。厚い保障が一生涯続くわけではないのです。ですから、高度障害状態になった時

は定期保険部分の満期が到来する前に生前給付を受けてしまうことが大切です。 
（4 ページ事例３参照） 

定期保険の部分 2,700 万円 
（掛け捨て） 

終身保険の部分 300 万円 

定期保険部分の満期 

ここで受け取ったら 

３,０００万円 

でも満期が過ぎたら、 

たった ３００万円 

保険料支払い期間 

Ｂ 
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生前に受け取った保険金は非課税です 

 
長年払い続けた生命保険料。不幸にも亡くなった時、ようやくもらえると思っても、それには

税金がかかります。しかし、高度障害状態になって生前に受け取った保険金は非課税です。 
 
死亡保険金を受け取った時   
 1.保険料を負担していた人が死亡した時 → 相続税 

 2.保険料を負担していた人が受取人の時 → 所得税（一時所得）

 3.保険料を負担していた人が受取人でも死亡した人でもない時 → 贈与税 

満期保険金を受け取った時   

 1.保険料を負担していた人が受取人の時 → 所得税（一時所得）

 2.保険料を負担していた人以外の人が受取人の時 → 贈与税 

※満期保険金は生前に受け取るものですが、定期保険などの期限が到来してもらうものなので

税金がかかります。 

   
高度障害状態になり死亡保険金を生前に受け取る時  非課税 
   
 
被保険者が病名や余命を知らされていない場合には、指定代理請求人※が保険金の前払いを請求

することができます。自分のため、家族のために掛けている生命保険です。生きるために生命保

険をもらうことを是非とも考えてみてください。 
※ 指定代理人…配偶者・父母子などを契約時に指定しています。 
 
 

身体障害者手帳を持っていない人でも受け取ることができます 
 
高度障害認定に、身体障害者手帳の有無は関係ありません。高度障害保険金をもらうためには、

ご加入の保険会社に用紙をもらい、かかりつけ医に書いてもらうだけで良いのです。（7・21～23

ページ参照） 
 
 

入院給付金をもらうのと、保険金全額をもらうのと、どちらが得なのかを判断 
しましょう （3 ページ事例２参照） 

    
  入院給付金は例えば 

疾病入院給付金 日額 10,000 円（１回の入院につき 120 日分限度 通算支払限度 700 日） 

 等と記載されています。 

  もし、高度障害でもらえる全額が、入院給付金の総額よりも多いのであれば、全額もらった

方が良いと言えます。  

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 
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６. おわりに 

    
 
 
生命保険は私達が生き続けるために

．．．．．．．．
有効に利用されるものです。高度障害状態になってしまっ

たら新たな生命保険に入ることは困難です。掛け続けていくよりも、死亡時に支払われる保険金

額が、高度障害状態で生きている今、すぐにもらえるなら、それを使ってこれから生き抜くため

の生活設計を立てましょう。 
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参考資料 １ 

  もし手術や入院が必要になったらいくらかかる？ 

    
 
誰にも起こりうる病気・不慮の事故、もしあなたに起こったら・・・ 
 
日本は国民皆保険制をとっており、誰もが種類の違いはあれ、健康保険に加入しています。し

かし、かかった医療費のすべてが健康保険から支払われるわけではありません。もし、手術や入

院が必要になったら、いったいどれくらいの出費があるのでしょうか？ 
 
 

医療機関へ支払う費用 

健康保険診療範囲内の費用 健康保険診療範囲外の費用 

その他に必要な費用 

入院料 差額ベット代 付き添い看護人代 

薬代 食事代 入院生活日常用品 

注射代 高度先進医療費 テレビリース代 

手術代  家族通院交通費等 

処置代   

X 線診断料   

放射線治療代   

   

 
 
 
 
 ◆平成１５年４月から健康保険法が変わりました 
 

 従来  平成１５年４月以降 
３歳未満 ２割  変更なし 

健康保険・船員保険 国民健康保険 
家族 

外来３割 ３～６９歳 
本人２割 

入院２割 
３割 

 

３割 

７０歳以上 １割(一定以上所得者は２割)  変更なし 

３割自己負担 全額自己負担
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入院にかかる費用と在院日数

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

円

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

日

総医療費

平均在院日数

自己負担割合が３割だけの、健康保険支払い対象となるものを見てみましょう。 
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
病気の種類や入院日数によってはこんなにかかるのです。たかが３割と思っても、バカになら

ないことがお分かりでしょう？

 胃の 
悪性 
新生物 

乳房の 
悪性 

新生物 

パーキン

ソン病 
虚血性 
心疾患 

脳内 
出血 肺炎 腎不全 

 

総医療費 1,011,016 795,083 1,687,555 572,837 2,045,455 807,142 1,579,813  

在院日数 41.8 30.0 116.4 21.6 130.6 36.8 61.7  

Ｈ11 年厚生労働省統計データより、算出しております。
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大病・大事故により、大きな手術が必要になったり、入院が長期化したりしたら・・・ 
 
 
 健康保険診療範囲内で済むようであれば幸いですが、大病・大事故にあったりした場合は、差

額ベット代や高度先進医療費などといった健康保険診療範囲外の費用がかさんできます。これは

前述したように全額自己負担となります。 
 
【差額ベット代】 
  通常は６人部屋など大部屋に入院することになりますが、大掛かりな手術の後などは、集中 
 的なケアが必要になるため、個室に入ることがあります。 
 

 差額ベッド代の相場(一日あたり) 
1,000 円以下 12.1％ 
1,001～2,000 円 17.4％ 
2,001～3,000 円 15.6％ 
3,001～4,000 円 11.2％ 
4,001～5,000 円 11.4％ 
5,001～10,000 円 22.1％ 
10,001 円以上 10.2％ 

     (平成 11 年厚生労働省保険局医療課調べ) 
 
【高度先進医療費】 

医療は日進月歩です。新しい治療や手術の研究が特定の大学病院などで進められています。

医療を自ら選択する時代となり、より新しい医療を選択した場合、一般の健康保険診療との調

整を図る意味で、高度先進医療費という特別の医療費を支払うことになります。 
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参考資料 ２ 

 助成制度 

    
 多額の医療費がかかった場合、健康保険等でも届け出により医療費の一部を助成する制度があ

ります。また仕事を休んだ場合の給料の一部が支給される制度もあります。 
 
【高額療養費】（健康保険） 
 １ヶ月あたりの医療費の自己負担限度額を超えた部分が申請により返金されます。７０歳未満

の一般の所得者（高収入者・低所得者は異なります）の１ヶ月あたりの自己負担限度額は 
７２，３００円＋２４１，０００円を超える部分の医療費の１％ となります。 
（例）１ヶ月の医療費の自己負担額が５００，０００円だった場合 

自己負担限度額は  
７２，３００+（１，６６６，６６６－２４１，０００）×１％＝８６，５５６円 

↑ 
      総医療費（自己負担割合が３割で支払額が５０万円とすると、総医療費はこの金額です） 

となり ４１３，４４４円 が返金されます。 

 

【高額療養費貸付制度】（健康保険） 
上記高額療養費の支給は、支給されるまで約３ケ月を要します。高額な医療費を一括で支払う

のが困難な場合、当座の医療費支払いにあてるため、高額療養費の８０～９０％を※上限に、無利

子で貸付けする制度があります。   
※ご加入の健康保険によって、貸付金額は異なります。 

 
【心身障害者医療費助成制度】（自治体） 
 身体障害者手帳 1～3級を持っている方（３級は内部障害の方のみ）で、一定所得以下の方は医

療費の助成を受けることができます※。身体障害者手帳交付を申請するためには、知事の指定した

医師の診断書が必要です。（別紙１ 18～20 ページ） 
※お住まいの自治体によって所得限度額・助成金額は異なります。 

 
【特定疾患医療費助成制度】（自治体） 
国により定められた特定の疾患にかかってしまった場合、医療費の一部を公費で負担します。 

特定疾患とは「診断基準が一応確立し、かつ難治度、重症度が高く、患者数が比較的少ないため

に公費負担の方法をとらないと原因の究明、治療方法の開発等に難をきたすおそれのある疾患」

として厚生労働省が指定したものです。現在は筋萎縮性側索硬化症、パーキンソン病、難治性の

肝炎（劇症肝炎）など４６疾患が指定されています。 
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【傷病手当金】（健康保険） 
病気やけがのために会社を休み、給料が支払われなかったり減額されたりした場合、給料の一

部が支給されます。傷病手当金が受けられるのは、健康保険に加入している方が、連続して３日

以上仕事を休んだ場合に、４日目から１日につき標準報酬日額の６割が支給されます。但し、支

払われるべき傷病手当金より多い給料をもらった場合には、支給されません。支給される期間は

支給を開始した日（休んだ日から４日目）から１年６カ月です。 
 
【介護休業給付金】（雇用保険） 
介護休業制度は、「要介護状態にある対象家族を介護するために」とることができる休業制度で

す。対象家族とは配偶者、父母、子、配偶者の父母、同居かつ扶養している祖父母、兄弟姉妹、

孫のことで、対象家族 1 人につき１回、３か月までの連続した一期間が認められています。 
雇用保険の一般被保険者（短時間も含む）が、介護休業を取得した場合に、介護休業開始前給

料の４０％を上限に３カ月を限度として支給されます。ただし、介護休業を開始した日の前２年

間に、給料支払基礎日数が１１日以上ある月が通算して１２カ月以上あることが必要です。 
 
【医療費控除】（所得税） 
 自分自身や家族のために医療費を支払った場合には、一定の金額の所得控除を受けることがで

きます。医療費控除は、所得金額から一定の金額を差し引くもので、控除を受けた金額に応じた

所得税が軽減されます。医療費控除の対象となる医療費は 
・納税者が、自分自身又は自分と生計を一にする配偶者やその他の親族のために支払った医療費 
・その年の１月１日から１２月３１日までに支払った医療費 
です。その医療費のうち 
 （実際に支払った医療費の合計額－保険金などで補てんされる金額※）－１０万円 
が、所得金額から控除されます。 
※保険金などで補填される金額・・・生命保険で支給される入院給付金 

健康保険で支給される高額療養費 など 
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